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校内人権週間の取り組みから
１２月４日（水）から１０日（火）まで校内人

権週間が実施されました。今年度は、５日（木）
に人権集会を実施しました。人権集会では、始め
に各学年代表１名が全校生の前で人権標語の発表
をしました。どの学年の標語も心がほのぼのする
標語でした。次に、人権の話を聞いた後、仲間を
探せゲームを行いました。自分の背中に貼られた
シールと同じシールの貼ってある友達を探すゲー
ムです。話をしてはいけないというルールのもと、

自分の背中に貼られたシールについて、友達からジェスチャーなどで教えても
らい、同じ仲間を見つけました。仲間が見つけられた子ども達は、まだ、見つ
けられない友達に声をかけるなど、ほほえましい姿が見られました。さらに、
登校班毎に集まり、日頃言われてうれしい言葉をピンクの付箋紙にかなしい言
葉を青の付箋紙に書いて模造紙に貼っていきました。それをもとに、今までの
登校班の様子を考えていきました。この活動の最後に、寒い中まっている時、
遅れてきた友達にどういう声かけをするか、グルー
プで考えました。

・おそかったね。寒かったけど、大丈夫だったよ。こ
れからは、少し早めに来てね。
・どんまい！明日はおくれないでね！
・今日はおそかったね。寒かったよ。明日からもう
少し早く来てね。

など、心が温かくなる言葉がたくさん考えられま
した。どのグループのプリントにも友達を思い、やさしい温かな言葉が書かれ
ていてうれしくなりました。
最後に、私の方から今日の活動で学んだことをこれからの生活に生かしてい

って欲しいこと。自分にされていやなことや、悲しいことをお友達にしないで
生活して欲しいことなどを話して集会が終了しました。子ども達にとって多く
のことが学べた集会だったと思います。

（代表の標語です）

ありがとう
笑顔の花咲く

まほうの言葉
五年 石川 兼続

言葉の広場にも心がぽかぽかあたたかくなる言葉が
たくさん掲載されています。学校中がやさしい言葉や気持ちでいっぱいです。



創立記念演劇鑑賞会

１２月４日（水）創立記念（赤麻小学校は、今年１０３歳になりました。）
演劇鑑賞会を実施しました。この演劇鑑賞会には、日頃お世話になっている、
安全ボランティアの皆様、学校支援ボランティアの皆様、読み聞かせの皆様、
地域の皆様を招待して、一緒に演劇を鑑賞していただきました。お忙しい中、
多くの方に来ていただき、一緒に鑑賞することができました。ありがとうござ
いました。
今年の演劇鑑賞会は、民話芸術座の皆さんによる演劇が上演されました。ま

ず、一部が演劇教室、二部が演劇鑑賞と２部構成の演劇でした。一部の演劇教
室では、５・６年生の代表の児童が朗読劇を発表しました。大きな声での堂々
とした発表には驚きました。また、二部の演劇「河童の笛」では、児童の代表
がスタッフとして参加するなど子ども達にとってすばらしい体験のできた取組
にもなりました。「河童の笛」の劇は、「家族や仲間を思う優しさ・誰にでも
分け隔て無く優しくできる心」をテーマに、本当の優しさとは何かを教えてく
れました。２年生の感想です。

げきだんのかたへ
「かっぱのふえ」は、すごくお友だちにやさしくするげきだと思いまし
た。とちゅうで、かんどうしてないちゃいました。６年生のさくらちゃん
のげきがじょうずで、すごいと思いました。
げきだんのみんなは、遠くからきたと聞いたので、遠くから来てごく

ろうさまと思っています。これからもげきだんをがんばってください。
２年 石川 由藍

健康で楽しい冬休み☆☆家族の絆を大切に☆☆

冷たい西風がふき、寒さがひとしお身にしみるころとなりました。
保護者の皆様や地域の皆様をはじめボランティアの方々にご指導をいただ

き、お陰様で、子どもたちは明るく元気に充実した２学期を過ごすことができ
ました。【もういくつ寝るとお正月～♪】、大晦日、除夜の鐘、お正月、初詣、
年賀状、お年玉、書き初め、久しぶりの親族との再会等。もうすぐ楽しい冬休
みです。今年は、１３日間の休みになりますが、保護者の皆様のお力で、ぜひ、
家族との絆を大切にした期間にしてほしいと思います。
３学期の始業式には、全員が元気に登校できますように、ご指導

・ご協力をお願いいたします。

新しい年が、児童及びご家族の皆様、地域の皆様にとりまして、
すばらしい年になりますように、心からお祈り申し上げます。
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